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然
・
親

の
夢
想

祖
師
伝
絵
が
描
く
聖
体
示
現

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
祖
師
絵
伝
・
法
然
上
人
絵
伝
・
善
信
聖
人
親
鸞
伝
絵

先
に
、
拙
稿
「
鎌
倉
絵
巻
に
描
か
れ
た
祖
師
と
僧
俗
　
－
法
然
・
親
鸞
・
一

遍
の
絵
伝
か
ら
－
」
　
（
『
史
潮
』
新
六
一
号
、
歴
史
学
会
、
二
〇
〇
七
・
五
）
　
に

よ
っ
て
、
祖
師
伝
絵
に
於
け
る
絵
画
表
現
の
特
質
を
、
聖
と
俗
と
の
二
面
か
ら

概
観
し
た
。
こ
の
内
、
祖
師
に
聖
性
を
付
与
す
る
手
法
の
一
つ
と
し
て
、
「
奇

瑞
の
描
出
」
と
い
う
表
現
に
着
目
し
た
。

前
稿
で
は
、
法
然
が
善
導
と
対
面
し
、
親
鸞
が
救
世
観
音
よ
り
夢
告
を
受
け
、

一
遍
が
熊
野
権
現
よ
り
神
託
を
受
け
る
等
、
各
祖
師
の
信
仰
の
起
点
と
も
言
う

べ
き
重
要
な
出
来
事
が
、
何
れ
も
夢
想
を
媒
介
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
事
を
指

摘
し
、
こ
う
し
た
奇
瑞
を
描
き
出
す
事
に
よ
っ
て
、
祖
師
が
非
凡
な
能
力
を
持

つ
者
で
あ
る
事
を
表
し
た
と
解
し
た
。
本
稿
で
は
、
祖
師
伝
絵
の
中
で
、
夢
想

の
描
出
と
い
う
表
現
が
担
っ
た
役
割
に
つ
い
て
、
更
に
考
を
深
め
て
み
た
い
。

考
察
の
対
象
と
し
て
は
、
「
法
然
上
人
伝
絵
」
　
（
知
恩
院
、
四
十
八
巻
本
。
以

下
「
法
然
伝
絵
」
と
簡
称
）
　
と
　
「
善
信
聖
人
親
鸞
伝
絵
」
　
（
専
修
寺
、
高
田
本
。

以
下
「
親
鸞
伝
絵
」
と
簡
称
）
　
と
を
取
り
上
げ
る
。

仙
　
海
　
義
　
之

二ま
ず
、
「
法
然
伝
絵
」
　
の
中
か
ら
、
夢
想
を
扱
っ
た
場
面
を
取
り
上
げ
る
。

「
法
然
伝
絵
」
巻
七
段
五
　
（
挿
図
1
）
　
は
、
法
然
が
夢
の
中
で
善
導
に
遇
っ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
表
す
。
「
二
祖
対
面
」
　
「
善
導
来
現
」
な
ど
と
簡
称
さ

れ
る
逸
話
で
あ
る
。
半
身
金
色
の
姿
で
現
れ
た
善
導
が
、
法
然
が
専
修
念
仏
を

布
教
す
る
様
を
称
賛
し
た
。
善
導
か
ら
の
夢
告
に
よ
っ
て
、
法
然
の
信
仰
の
正

当
性
が
裏
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

画
図
は
、
第
十
八
～
第
二
十
紙
の
三
紙
を
接
い
で
、
横
幅
一
三
〇
セ
ン
チ
強

の
画
面
を
作
る
　
（
第
十
八
紙
は
、
幅
三
一
・
八
セ
ン
チ
と
、
や
や
短
小
）
。
画

面
の
中
央
に
、
小
渦
を
合
わ
せ
な
が
ら
波
立
つ
、
強
い
流
れ
の
河
を
表
す
。
詞

書
に
　
「
は
る
か
に
西
方
を
見
た
ま
へ
は
」
と
の
文
言
が
あ
り
、
ま
た
画
図
で
も

法
然
の
姿
を
左
方
に
向
け
て
描
い
て
い
る
事
か
ら
、
凡
そ
画
面
右
方
が
東
、
左

方
が
西
と
意
識
さ
れ
て
い
る
も
の
と
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
詞
書
に
「
碧
水

北
よ
り
出
て
波
浪
南
に
な
か
る
」
と
有
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
流
れ
を
画

面
の
右
上
か
ら
左
下
へ
と
斜
め
に
描
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
絵
巻
物
特
有
の
縦
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方
向
が
狭
小
な
画
面
上
に
、

奥
行
き
の
あ
る
空
間
を
表

出
し
よ
う
と
す
る
手
法
か

ら
、
南
北
の
流
れ
を
対
角

線
上
に
横
た
え
た
る
事
と

し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

事
に
よ
っ
て
、
絵
巻
物
の

観
者
に
と
っ
て
も
手
前
と

意
識
さ
れ
る
、
法
然
が
立

つ
川
岸
と
、
流
れ
を
隔
て

た
奥
の
空
間
と
し
て
意
識

さ
れ
る
、
善
導
が
来
硯
す

る
空
中
と
の
位
置
関
係
が

明
快
に
把
握
さ
れ
る
も
の

と
な
っ
た
。
此
岸
と
彼
岸

と
の
関
係
と
し
て
で
あ
る
。

合
掌
し
て
立
つ
法
然
は
、

そ
の
頭
部
が
左
横
か
ら
見

ら
れ
た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と

し
て
措
か
れ
る
の
は
、
個

性
あ
る
風
貌
を
描
写
す
る

為
の
選
択
で
あ
ろ
う
が
、

ま
た
体
部
は
背
面
を
多
く

見
せ
て
、
左
斜
め
後
ろ
か
ら
見
ら
れ
た
様
に
描
か
れ
る
。
一
方
、
善
導
は
右

前
か
ら
見
ら
れ
た
様
に
描
か
れ
て
い
る
。
二
祖
は
、
表
出
さ
れ
た
絵
画
空
間

に
則
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
此
岸
と
彼
岸
と
の
立
場
に
あ
っ
て
相
対
し
て
い
る
様

が
、
瞭
然
と
目
視
し
得
る
図
様
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
言
え
ば
、
観
者
も
ま

た
、
此
岸
か
ら
法
然
と
同
じ
側
に
立
っ
て
、
善
導
の
来
現
に
接
す
る
事
を
可

能
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
、
画
面
上
に
表
出
さ
れ
た
、
明
快
な
空
間
構
成
、
二
祖
の
位
置
関

係
か
ら
か
、
全
く
疑
念
無
く
描
画
内
容
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
訳
で
あ
る
が
、
し

か
し
、
詞
書
の
み
を
読
む
限
り
で
は
、
二
祖
が
河
を
隔
て
て
対
面
し
た
等
と
い

う
事
は
何
処
に
も
読
み
取
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
「
二
祖
対
面
」
　
に
関
す
る
先
行

し
た
伝
記
類
で
あ
る
所
の
、

「
夢
感
聖
相
記
」
　
（
『
拾
遺
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
）

「
法
然
聖
人
御
夢
想
記
　
（
善
導
御
事
）
」
　
（
『
西
方
指
南
抄
』
）

等
で
も
、
対
面
が
河
を
隔
て
て
行
わ
れ
た
等
と
の
記
述
は
無
い
し
、
更
に
、

「
源
空
聖
人
私
日
記
」
　
（
『
西
方
指
南
抄
』
）

で
は
、
河
自
体
に
つ
い
て
の
言
及
も
無
い
。
ま
た
、
「
二
祖
対
面
」
　
の
場
面
を

描
い
た
先
行
作
例
で
は
、

善
導
寺
本
　
（
『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』
）
　
巻
一
段
一
六
　
麓
に
河
を
措
い
た

山
の
中
腹
で
、
二
祖
は
対
面
し
て
い
る
。

妙
定
院
本
　
（
琳
阿
本
）
　
巻
三
段
四
　
法
然
は
山
の
麓
に
立
ち
、
善
導
の
乗

る
雲
は
河
を
越
え
て
、
法
然
の
頭
上
に
来
現
し
て
い
る
。

増
上
寺
本
　
巻
下
段
四
　
河
は
措
か
れ
な
い
。

等
と
、
何
れ
も
、
河
を
挟
ん
で
の
対
面
と
は
描
か
れ
な
い
。
「
法
然
伝
絵
」
　
で
、

河
を
挟
ん
で
の
二
祖
の
対
面
を
観
る
我
々
は
、
こ
れ
を
当
然
の
事
の
如
く
受
け
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入
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、
先
行
す
る
史
料
や
伝
絵
に
於
い
て
は
、
決
し
て

既
成
の
事
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
二
祖
対
面
」
　
の
場
面
の
描
出
に
つ
い

て
は
、
「
法
然
伝
絵
」
　
に
於
い
て
、
独
自
の
創
意
が
払
わ
れ
た
と
見
な
す
事
が

で
き
よ
う
。

そ
の
彼
岸
上
に
は
、
降
下
す
る
雲
上
に
善
導
の
姿
を
影
現
さ
せ
る
。
こ
こ
で
、

善
導
は
、
秦
髪
を
た
く
わ
え
た
個
性
的
な
風
貌
に
措
か
れ
る
。
何
ら
か
の
具
体

的
な
肖
像
等
に
基
づ
い
て
表
さ
れ
た
像
容
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
、
そ
の
下
半
身

の
み
が
金
色
に
表
さ
れ
る
点
が
特
に
注
目
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
詞
書
に
　
「
そ
の

さ
ま
腰
よ
り
し
も
は
金
色
に
し
て
こ
し
よ
り
か
み
は
墨
染
な
り
」
と
あ
る
様
を
、

描
き
出
し
た
も
の
と
な
る
。
そ
の
様
は
、
「
夢
感
聖
相
記
」
　
で
は
「
腰
上
半
身
、

尋
常
僧
相
、
腰
下
半
身
、
金
色
彿
相
。
」
と
示
さ
れ
、
ま
た
、
善
導
寺
本
で
は
、

画
中
詞
に
　
「
も
す
そ
よ
り
し
も
は
阿
弥
陀
如
来
の
御
装
束
に
て
現
し
て
」
と
記

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
善
導
寺
本
の
画
図
で
は
、
金
色
の
下
半
身
の
み
な
ら

ず
、
金
色
の
踏
み
分
け
蓮
華
座
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
金
色
に
表
さ

れ
る
善
導
の
下
半
身
は
、
雲
上
に
立
っ
て
来
迎
す
る
阿
弥
陀
の
像
を
、
イ
メ
ー

ジ
の
淵
源
と
し
て
参
照
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
事
が
類
推
さ
れ
る
。
善
導
の
像
容

の
み
な
ら
ず
、
善
導
が
降
臨
す
る
画
面
の
左
方
に
急
峻
な
山
崖
を
描
く
の
も
、

「
早
来
迎
図
」
　
（
知
恩
院
、
国
宝
）
　
等
、
来
迎
図
の
図
様
が
残
存
し
て
い
る
も
の

と
見
る
事
が
出
来
る
。

さ
て
、
林
淳
氏
は
「
善
導
の
黒
衣
の
上
半
身
は
、
地
上
の
凡
夫
の
象
徴
で
あ

り
、
下
半
身
の
金
色
は
極
楽
浄
土
に
あ
る
阿
弥
陀
仏
を
表
わ
す
」
　
と
述
べ
、

「
夢
の
中
で
善
導
が
二
色
に
分
け
て
出
現
し
た
の
は
、
法
然
の
二
元
論
的
思
考

に
よ
る
も
の
」
と
そ
の
構
想
の
意
味
を
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
を
倣
っ
て
、

二
元
論
的
な
分
析
の
手
法
を
、
更
に
画
面
構
成
の
解
釈
に
応
用
し
て
み
た
い
。

つ
ま
り
、
「
法
然
伝
絵
」
　
の
　
「
二
祖
対
面
」
　
の
画
図
に
於
い
て
、
彼
岸
と
此
岸

と
の
対
照
が
明
瞭
に
描
か
れ
る
の
も
、
二
元
論
的
思
考
の
図
式
に
則
っ
て
、
象

徴
的
な
画
面
構
成
が
導
入
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

「
法
然
伝
絵
」
　
の
画
図
で
、
善
導
と
法
然
と
の
間
に
河
が
横
た
え
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
彼
岸
と
此
岸
と
、
即
ち
、
聖
な
る
空
間
と
俗
な
る
空
間
と
に
振
り
分

け
ら
れ
て
表
さ
れ
た
の
は
、
二
者
の
関
係
性
を
明
示
し
よ
う
と
し
た
絵
画
的
演

出
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
二
つ
の
異
な
る
空
間
を
境
界
づ
け
る
に
当
た
っ
て
、

そ
の
間
に
河
が
横
た
え
ら
れ
た
の
は
、
既
に
同
様
の
手
法
に
習
い
が
有
っ
て
の

事
で
あ
ろ
う
。
説
話
内
容
・
描
画
要
素
を
違
え
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
近
世
の

二
河
白
道
図
の
内
、
横
長
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
作
品
の
画
面
構
成
が
、

「
法
然
伝
絵
」
　
「
二
祖
対
面
」
　
の
そ
れ
と
類
縁
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
事
は
興

味
深
い
。
蓋
し
、
聖
な
る
空
間
と
俗
な
る
空
間
と
の
対
照
の
み
な
ら
ず
、
観
者

の
視
点
を
も
含
め
た
、
此
岸
と
彼
岸
と
の
対
置
と
い
う
点
で
、
勝
れ
た
図
様
と

認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

如
上
の
通
り
、
「
法
然
伝
絵
」
　
で
は
、
「
二
阻
対
面
」
　
の
描
出
に
当
た
り
、
特

に
創
意
が
払
わ
れ
た
様
が
窺
わ
れ
る
。
夢
中
で
善
導
の
来
現
を
被
っ
た
出
来
事

が
、
重
視
さ
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
『
観
無
量
寿
仏
経
疏
』
　
に
拠
れ
ば
、
善
導
自
身
、
『
観
経
疏
』
　
を

作
ろ
う
と
至
心
発
願
し
て
よ
り
、
毎
夜
、
夢
中
に
一
僧
が
現
れ
て
、
『
観
経
』

の
玄
義
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。

某
、
今
、
欲
出
此
　
『
観
経
』
　
要
義
、
槽
定
古
今
。
［
…
］
　
巳
後
、
毎
夜
夢

中
、
常
有
一
僧
、
而
乗
、
指
授
玄
義
科
文
。
（
大
正
蔵
恥
一
七
五
三
　
『
観

無
量
寿
仏
経
疏
』
　
巻
四
）

法
然
は
、
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
　
の
中
で
、
善
導
が
夢
中
に
玄
義
を
授
か
っ
た

－26－



と
い
う
一
僧
に
つ
い
て
、
阿
弥
陀
が
応
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
の
解
を
付

し
て
、
こ
の
出
来
事
に
留
意
し
て
い
る
。

就
中
、
毎
夜
、
夢
中
有
僧
、
指
授
玄
義
。
僧
者
、
恐
是
、
禰
陀
磨
現
。
爾

者
可
謂
、
此
　
『
疏
』
　
是
、
禰
陀
停
説
。
何
況
、
大
唐
相
侍
云
「
善
導
是
、

禰
陀
化
身
也
。
」
爾
者
可
謂
、
又
此
文
是
、
禰
陀
直
説
。

こ
の
、
善
導
が
夢
中
に
一
僧
の
来
硯
を
受
け
、
経
意
の
玄
義
を
授
か
っ
た
と

い
う
経
緯
は
、
善
導
・
法
然
の
　
「
二
祖
対
面
」
　
の
原
形
と
な
る
出
来
事
で
あ
っ

た
と
し
て
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
善
導
の
得

た
夢
中
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
（
対
面
）
す
る
形
式
の
も
の
で
あ
っ
た
が
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
を
証
す
る
事
が
出
来
な
い
。
上
引
の
善
導
・
法
然
の
述
、
何

れ
の
文
言
に
依
っ
た
と
し
て
も
、
例
え
ば
、
善
導
の
夢
中
に
独
尊
像
の
如
く
現

れ
た
一
僧
が
、
夢
を
見
て
い
る
善
導
の
意
識
に
対
し
、
モ
ノ
ロ
ー
グ
す
る
様
な

形
式
で
指
授
を
し
た
、
と
い
う
有
様
を
想
定
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

法
然
は
ま
た
、
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
　
で
も
善
導
を
讃
え
て
そ
の
垂
迩
門
に

十
の
徳
を
挙
げ
る
内
、
「
五
造
疏
感
夢
徳
」
と
し
て
善
導
に
霊
夢
が
有
っ
た
事

に
触
れ
る
。
こ
こ
で
法
然
は
、
こ
の
出
来
事
を
、
聖
徳
太
子
が
夢
中
で
金
人
か

ら
深
義
を
授
か
っ
た
事
に
準
え
て
い
る
。

師
、
欲
造
『
艶
経
疏
』
。
而
先
七
日
、
祈
請
其
事
、
即
感
塞
夢
。
其
状
具

載
『
疏
』
第
四
巻
。
例
如
吾
朝
、
聖
徳
太
子
、
造
『
法
華
疏
』
時
、
即
入

夢
殿
、
金
人
東
来
、
指
示
探
義
也
。
（
巻
九
「
善
導
十
徳
第
十
二
」
）

け
れ
ど
も
、
『
三
宝
絵
詞
』
　
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
　
『
今
昔
物
語
』
等
の
記
事
か

ら
も
、
太
子
と
金
人
と
が
夢
中
に
　
（
対
面
）
し
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
読
み

取
れ
な
い
。
金
人
に
よ
る
指
示
は
、
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
形
式
で
あ
っ
た
の
か
、
ダ

イ
ア
ロ
ー
グ
の
形
式
で
あ
っ
た
の
か
、
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。

伝
絵
の
画
図
に
描
か
れ
た
（
対
面
）
は
、
伝
絵
の
作
者
が
独
自
に
脚
色
し
た

演
出
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
『
夢
感
聖
相
記
』
　
の
　
「
有
一
高
僧
、
出
於
雲
中
、

住
立
吾
前
。
予
、
即
敬
鰻
、
塘
仰
尊
容
。
」
な
ど
の
文
言
や
、
善
導
と
法
然
と

が
夢
中
で
対
話
す
る
様
子
か
ら
、
既
に
法
然
自
身
が
得
て
い
た
夢
想
中
の
イ
メ

ー
ジ
で
あ
っ
た
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
法
然
が
得
た
　
（
対
面
）
　
の
イ
メ
ー
ジ
に

は
、
善
導
へ
の
一
僧
の
指
按
と
は
別
の
、
そ
の
原
形
と
な
る
様
な
出
来
事
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
が
続
い
て
挙
げ
る
「
十
形
像
神
欒
徳
」
で
は
、
同
書

中
、
前
段
「
浄
土
五
祖
俸
第
十
一
」
　
の
「
第
五
位
少
康
法
師
」
に
引
い
た
『
宋

高
僧
侍
』
　
（
大
正
蔵
恥
二
〇
六
一
）
巻
二
五
　
（
謹
話
篇
第
八
之
二
）
　
「
唐
睦
州
烏

龍
山
浄
土
道
場
少
康
博
」
等
、
三
伝
の
記
事
を
承
け
て
、
唐
代
の
少
康
（
？
－

八
〇
五
）
が
、
長
安
の
善
導
の
影
堂
を
礼
拝
し
た
際
、
善
導
の
形
像
が
忽
ち
空

中
に
昇
り
、
善
導
の
教
え
に
よ
っ
て
衆
生
を
化
益
す
る
少
康
を
誉
め
、
そ
の
功

に
よ
り
少
康
が
極
楽
往
生
す
る
事
を
証
し
た
と
い
う
神
変
が
あ
っ
た
事
を
記
し

て
い
る
。

少
康
、
遂
之
長
安
善
導
影
堂
、
大
陳
薦
厭
。
時
彼
遺
像
、
忽
昇
空
中
、
謂

康
日
「
汝
依
吾
事
、
利
益
有
情
。
則
汝
之
功
、
同
生
安
楽
。
」
康
、
聞
其

言
、
如
有
所
諾
、
是
也
。
（
巻
九
「
善
導
十
徳
第
十
二
」
）

夢
中
の
出
来
事
で
は
な
く
、
ま
た
、
形
像
を
媒
体
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

善
導
か
ら
讃
歎
を
受
け
、
往
生
を
証
さ
れ
る
と
い
う
内
容
ば
か
り
か
、
空
中

か
ら
対
告
を
受
け
る
と
い
う
光
景
に
、
法
然
・
善
導
の
　
（
対
面
）
　
の
状
況
と

の
親
近
性
が
窺
わ
れ
る
。
「
後
善
導
」
と
称
さ
れ
、
善
導
の
嗣
法
者
と
見
な
さ

れ
た
、
少
康
が
体
得
し
た
所
の
神
変
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
同
様
に
善
導
を
慕

う
法
然
に
と
っ
て
、
当
然
、
注
意
さ
れ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
ろ
う
と
想
像
さ
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れ
る
。
法
然
が
夢
想
し
た
（
対
面
）

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
少
康
が

得
た
神
変
の
体
験
が
原
形
と
し
て

引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

こ
の
様
に
　
「
二
祖
対
面
」
　
イ
メ

ー
ジ
の
原
形
に
は
、
善
導
が
夢
中

に
来
現
し
た
一
僧
か
ら
　
『
観
経
』

の
玄
義
を
指
授
さ
れ
た
事
、
そ
し

て
、
少
康
が
拝
し
た
善
導
の
遺
像

か
ら
善
行
を
認
め
ら
れ
往
生
を
証

さ
れ
た
事
、
と
い
う
二
つ
の
出
来

事
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
先
聖
の
奇
瑞
を
、

引
き
継
ぐ
形
で
繰
り
返
し
た
も
の

と
し
て
、
法
然
が
夢
中
に
示
現
し

た
善
導
か
ら
善
行
を
誉
め
ら
れ

た
、
と
い
う
出
来
事
が
意
味
を
持

つ
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
法
然
も
、
自

身
の
門
弟
に
夢
見
ら
れ
る
存
在

と
な
る
。

「
法
然
伝
絵
」
　
巻
二
〇
段
二

（
挿
図
2
）
　
は
、
弟
子
の
随
蓮
が
、

夢
中
に
法
然
よ
り
決
定
往
生
の
教
え
を
受
け
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
表
す
。

「
随
蓮
夢
中
説
法
聴
聞
」
等
と
簡
称
さ
れ
る
。
「
法
然
伝
絵
」
中
、
法
然
の
事
績

と
し
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
に
く
い
段
で
は
あ
る
が
、
画
図
の
上
か
ら
は
、
料
紙

四
枚
を
接
い
で
、
一
九
〇
セ
ン
チ
近
い
長
大
な
画
面
を
作
る
段
の
内
の
一
つ
と

知
ら
れ
る
。
料
紙
四
枚
を
接
い
で
画
面
を
作
る
例
と
し
て
は
、
巻
一
段
四
「
時

国
館
夜
襲
」
・
巻
八
段
五
　
「
頭
光
踏
蓮
」
・
巻
九
段
四
「
十
種
供
養
」
・
巻
十

三
段
一
「
無
品
親
王
往
生
」
・
巻
三
十
三
段
一
「
安
楽
房
処
刑
」
・
巻
三
十
五

段
三
「
月
輪
殿
往
生
」
・
巻
三
十
七
段
五
「
法
然
臨
終
」
等
が
あ
る
。
何
れ
も
、

法
然
事
績
中
の
主
要
な
事
柄
を
表
す
段
と
認
め
ら
れ
、
中
に
は
、
高
位
の
人
物

と
の
関
係
を
扱
っ
て
、
豪
華
な
場
面
を
描
き
出
す
段
も
見
受
け
ら
れ
る
。
随
蓮

の
夢
想
を
描
く
画
面
は
、
こ
れ
ら
の
段
の
画
図
に
比
し
て
、
画
面
を
構
成
す
る

要
素
が
少
な
く
、
描
画
内
容
も
単
純
な
も
の
と
い
え
る
。
何
故
、
門
弟
の
一
人

と
し
て
数
え
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
随
蓮
の
夢
想
を
描
き
出
す
の
に
、
か
く
も
長

大
な
画
面
が
用
い
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
の
か
。

画
図
で
は
、
画
面
右
方
は
、
法
勝
寺
の
伽
藍
の
一
部
が
広
く
表
さ
れ
、
堂
内

に
法
然
を
始
め
と
す
る
僧
達
の
姿
が
見
え
る
。
平
安
京
の
東
、
白
河
に
あ
っ
た

六
勝
寺
の
内
、
最
大
の
法
勝
寺
は
、
白
河
天
皇
が
承
保
三
年
　
（
一
〇
七
六
）
　
に

建
立
し
て
よ
り
「
国
王
の
氏
寺
」
と
称
さ
れ
、
代
々
の
天
皇
家
の
尊
崇
を
受
け

た
。
そ
の
、
高
さ
八
〇
メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
と
い
う
八
角
九
重
塔
は
、
当
に
王
権

を
表
象
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
画
面
の
下
端
に
は
、
寺
塔
の
頂
上
部

の
み
が
描
か
れ
る
が
、
の
ぴ
や
か
な
九
輪
等
の
様
子
か
ら
、
当
時
の
人
々
に
は
、

豪
壮
な
建
造
物
の
偉
観
が
、
直
ぐ
さ
ま
思
い
浮
か
べ
ら
れ
た
事
で
あ
ろ
う
。
露

盤
下
か
ら
広
が
る
瓦
屋
根
の
棟
が
、
手
前
だ
け
で
も
四
筋
見
え
る
の
は
、
八
注

の
形
状
を
示
そ
う
と
し
た
表
現
と
認
め
ら
れ
る
。
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回
廊
で
繋
が
る
堂
字
は
、
列
柱
・
勾
欄
の
朱
、
床
石
の
碧
緑
、
基
壇
の
白
が

映
え
合
っ
て
、
画
面
を
華
や
か
な
も
の
と
し
て
い
る
。
画
面
の
中
央
近
く
、
堂

の
中
で
は
、
階
を
上
が
っ
た
随
蓮
と
お
ぼ
し
き
僧
が
、
法
然
に
対
座
す
る
。
法

然
は
、
画
面
左
方
を
指
し
示
す
如
く
、
右
手
を
胸
前
に
伸
ば
し
て
い
る
。
そ
の

画
面
左
方
で
は
、
州
浜
形
の
池
中
に
、
法
然
の
説
法
中
に
言
及
さ
れ
る
、
蓮
の

花
が
咲
き
乱
れ
る
。
青
い
水
面
に
、
蓬
莱
の
緑
と
蓮
華
の
紅
白
と
を
鮮
や
か
に

措
き
、
深
い
霞
を
負
っ
た
静
謎
な
一
隅
を
描
き
出
す
。
池
畔
の
柳
・
松
と
が
、

雅
な
風
情
を
高
め
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
上
品
な
画
趣
を
湛
え
た
画
面
作
り

が
為
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
場
面
の
作
画
に
当
た
っ
た
絵
師
は
、
法
然

の
配
流
や
廟
堂
へ
の
参
集
な
ど
、
伝
絵
中
の
主
要
な
場
面
の
幾
つ
か
を
手
掛
け

て
い
る
、
筆
の
立
つ
絵
師
で
あ
る
。
こ
の
段
が
、
特
別
な
意
味
が
込
め
ら
れ
た

場
面
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
あ
く
ま
で
も
随
蓮
が
夢
中
に
看
取
し
た
出
来
事
を
表
す
も
の

で
あ
り
、
詞
書
や
画
図
の
内
容
を
史
実
の
中
で
検
証
す
る
事
は
出
来
な
い
。

こ
う
し
た
夢
想
自
体
が
実
際
に
あ
っ
た
事
な
の
か
ど
う
か
、
四
十
八
巻
本
以

外
に
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
上
げ
た
書
物
も
無
く
、
こ
れ
を
閲
す
る
術

は
無
い
。
巻
二
〇
は
、
果
を
被
っ
た
門
弟
達
の
往
生
講
を
列
す
る
事
に
よ
り
、

法
然
の
功
績
を
讃
え
る
べ
く
編
集
さ
れ
た
巻
で
あ
る
よ
う
だ
。
む
し
ろ
、
こ

の
随
蓮
の
夢
想
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
四
十
八
巻
本
に
挿
入
さ
れ
た

説
話
と
も
想
像
さ
れ
る
。

法
然
と
法
勝
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
事
績
の
中
か
ら
は
知
ら
れ
な
い
所

で
あ
る
。
一
つ
に
は
、
詞
書
に
印
象
深
く
記
さ
れ
る
、
蓮
の
花
に
喩
え
を
と
っ

た
法
然
の
高
説
の
内
容
に
別
し
て
蓮
池
が
描
か
れ
、
そ
の
法
然
に
よ
る
説
法
の

場
を
荘
厳
す
る
意
味
で
、
華
や
か
な
法
勝
寺
が
持
ち
出
さ
れ
た
と
理
解
す
る
こ

と
が
出
来
る
。
一
方
、
夢
中
に
於
け
る
法
然
と
随
蓮
と
の
対
面
と
い
う
設
定
に

着
目
す
る
と
、
法
然
が
夢
中
に
示
現
す
る
に
相
応
し
い
場
と
し
て
、
王
権
を
背

景
と
し
た
豪
壮
な
寺
院
と
誰
に
も
知
ら
れ
て
い
た
、
法
勝
寺
が
選
ば
れ
た
も
の

と
想
像
す
る
事
が
出
来
る
。

詞
書
に
依
れ
ば
、
随
蓮
は
、
法
然
が
配
流
さ
れ
た
際
に
は
「
御
と
も
申
て
帰

依
あ
さ
か
ら
き
り
き
」
と
の
縁
を
有
し
、
そ
の
後
に
も
、
法
然
の
念
仏
往
生
の

教
え
を
「
ふ
か
く
信
受
し
て
ふ
た
心
な
く
念
仏
し
け
り
」
と
い
う
篤
信
の
者
で

あ
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
上
人
往
生
の
後
、
「
い
か
に
念
仏
す
と
も
学
問

し
て
三
心
を
し
ら
さ
ら
む
に
は
往
生
す
へ
か
ら
す
」
と
い
う
他
の
者
の
言
に
、

専
修
念
仏
に
対
す
る
疑
念
を
抱
く
様
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
後
、
随
蓮
は
、

戎
夜
の
夢
で
、
法
勝
寺
に
て
法
然
に
よ
り
法
談
が
行
な
わ
れ
て
い
る
座
に
接
し

た
。
す
る
と
、
法
然
か
ら
直
に
召
さ
れ
て
　
「
『
念
仏
し
て
往
生
す
る
事
は
決
定

し
て
疑
な
し
』
と
を
し
へ
し
を
信
た
る
は
蓮
花
を
蓮
花
と
お
も
は
む
か
こ
と
し
」

と
諭
さ
れ
た
と
夢
見
て
、
疑
念
が
晴
れ
た
と
い
う
。

随
蓮
は
、
法
然
の
教
え
を
実
直
に
信
奉
す
る
一
面
、
ま
た
、
時
と
し
て
教
義

に
対
し
不
安
を
抱
く
事
も
あ
る
な
ど
、
大
多
数
の
普
通
の
信
者
を
代
表
す
る
性

格
を
与
え
ら
れ
た
人
物
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
法
然
を
夢
中
に
拝

し
た
、
随
蓮
と
い
う
個
人
を
特
筆
し
よ
う
と
す
る
訳
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
門

弟
の
誰
彼
で
も
あ
る
よ
う
な
、
随
蓮
の
如
き
者
の
夢
中
に
も
現
れ
て
教
え
を
垂

れ
る
様
を
表
す
事
に
よ
り
、
祖
師
と
し
て
の
法
然
の
高
徳
を
顕
現
さ
せ
る
事
に

主
眼
が
あ
っ
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
の
画
図
に
は
、
夢
中
に
拝

さ
れ
る
法
然
の
姿
を
表
す
事
に
よ
っ
て
、
法
然
に
聖
性
を
付
与
す
る
と
い
う
、

特
別
な
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

「
二
祖
対
面
」
　
の
夢
想
と
「
随
蓮
夢
中
説
法
聴
聞
」
　
の
夢
想
と
は
、
関
連
付
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け
て
了
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
夢
中
に
善
導
を
示
教
し
た

一
僧
や
、
ま
た
、
少
康
に
神
変
を
現
し
、
法
然
の
夢
中
に
示
現

し
た
善
導
の
如
く
、
法
然
も
ま
た
、
門
弟
の
夢
中
に
拝
さ
れ
る

存
在
と
し
て
表
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
信
奉
者
の
夢
中
に
示
現

し
て
、
教
義
の
深
奥
を
告
げ
た
と
い
う
奇
瑞
が
表
さ
れ
る
事
に

よ
り
、
法
然
も
ま
た
先
聖
の
列
に
連
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

三続
い
て
、
「
親
鸞
伝
絵
」
　
の
中
か
ら
、
夢
想
を
扱
っ
た
場
面
を

取
り
上
げ
る
。

「
親
鸞
伝
絵
」
巻
一
段
三
　
（
挿
図
3
）
　
は
、
親
鸞
の
夢
中
に
、

六
角
堂
の
救
世
観
音
が
僧
形
と
な
っ
て
化
現
し
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
表
す
。
「
六
角
夢
想
」
　
「
太
子
告
命
」
等
と
簡
称
さ
れ

る
逸
話
で
あ
る
。
親
鸞
が
聖
徳
太
子
の
跡
を
継
い
で
仏
法
を
広

め
る
前
兆
を
表
す
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。

六
角
宝
形
造
の
本
堂
か
ら
、
一
般
に
六
角
堂
と
称
さ
れ
る
紫

雲
山
頂
法
寺
　
（
京
都
市
中
京
区
）
　
は
、
平
安
京
の
六
角
小
路

（
硯
六
角
通
）
　
の
名
の
由
縁
と
し
て
知
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、

聖
徳
太
子
縁
の
観
音
霊
場
と
し
て
、
中
世
の
人
々
の
信
仰
を
集

め
た
寺
院
で
あ
る
。
そ
の
縁
起
に
は
、
聖
徳
太
子
が
四
天
王
寺

建
立
の
用
材
を
求
め
て
こ
の
地
に
来
た
時
、
池
で
水
浴
中
に
置

い
て
お
い
た
持
仏
の
如
意
輪
観
音
像
が
木
か
ら
離
れ
な
く
な
り
、

そ
の
夜
、
観
音
が
夢
告
に
よ
り
此
処
が
有
縁
の
地
で
あ
る
事
を

示
し
た
の
で
、
像
を
安
置
す
べ
く
六
角
堂
を
建
立
し
た
と
い
う
。

挿図3　「善信聖人親鷲伝絵」巻一段三（部分）　津市・専修寺所蔵　重要文化財
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六
角
堂
を
め
ぐ
つ
て
は
、
太
子
自
身
も
ま
た
、
観
音
か
ら
夢
告
を
受
け
た
と
い

う
経
緯
の
有
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
逸
話
は
、
『
元
亨
釈
書
』
（
第
二
十
八
）

に
も
、

浴
己
、
取
像
。
像
重
不
上
。
太
子
、
恐
、
野
像
祈
求
。
其
夜
、
夢
《
我
、
馬

汝
所
持
、
巳
七
世
臭
。
今
又
、
縁
在
此
地
、
故
爾
耳
。
》
太
子
、
欲
構
字
、

安
像
。

と
引
か
れ
る
な
ど
し
て
、
中
世
に
も
喧
伝
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
当
然
、
親
鸞

の
知
る
所
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

画
図
で
は
、
上
下
を
霞
で
覆
っ
た
画
面
の
中
央
に
、
六
角
堂
の
境
内
を
表
わ

す
。
本
堂
を
中
心
に
、
手
前
に
山
門
の
屋
根
、
左
手
に
僧
房
ら
し
き
建
物
、
右

手
に
摂
社
を
建
ち
並
べ
る
。
周
囲
に
は
、
築
地
塀
を
廻
ら
し
、
左
方
に
も
板
葺

き
の
門
を
開
け
る
。
本
堂
前
の
プ
ラ
ン
は
、
後
世
の
　
『
都
名
所
図
会
』
　
巻
一
等

に
描
か
れ
る
様
子
と
、
そ
う
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
事
か
ら
、
実
際
の
六
角

堂
の
有
様
を
写
し
た
図
様
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
堂

は
六
角
円
堂
と
拝
所
か
ら
な
る
複
合
建
築
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
本
寺
の
表

象
と
も
言
う
べ
き
肝
心
の
六
角
堂
自
体
は
措
か
れ
て
い
な
い
。
何
故
か
。
巻
末

で
は
、
堂
々
た
る
親
鸞
の
六
角
廟
堂
を
描
き
き
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
複

雑
な
六
角
形
の
建
造
物
を
措
き
表
す
の
に
困
難
が
あ
っ
た
と
す
る
訳
に
は
い
か

な
い
。

親
鸞
の
夢
中
に
六
角
堂
の
救
世
観
音
が
示
現
し
た
と
い
う
出
来
事
は
、
弟
子

の
真
仏
が
書
写
し
た
　
『
経
釈
文
聞
書
』
　
（
専
修
寺
蔵
）
　
中
に
も
引
か
れ
る
　
『
親

鸞
夢
記
』
　
な
る
書
物
を
本
と
す
る
。
覚
如
に
よ
る
　
「
親
鸞
伝
絵
」
　
の
詞
書
も
、

「
彼
記
云
」
等
の
文
言
か
ら
、
同
様
の
書
物
に
拠
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
『
親
鸞
夢
記
』
　
が
記
す
夢
想
を
、
親
鸞
が
得
た
年
次
と
場
所
に
関

し
て
は
、
幾
つ
か
の
解
釈
が
為
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
従
来
よ
り
、
建
仁

元
年
　
（
一
二
〇
一
）
、
親
鸞
が
六
角
堂
に
百
日
参
寵
し
た
際
の
夢
想
と
同
一
視

す
る
見
方
が
あ
る
他
、
こ
こ
で
の
夢
想
に
よ
る
所
謂
「
女
犯
偶
」
　
の
感
得
や
、

続
く
、
東
方
有
情
に
対
す
る
宣
誓
等
の
教
義
的
な
重
み
等
か
ら
も
、
六
角
堂
参

龍
時
の
夢
想
と
は
別
の
も
の
と
す
る
説
が
あ
る
。

堂
内
の
右
手
に
は
、
片
膝
を
立
て
て
微
睡
む
親
鸞
が
表
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ

の
下
に
、
画
中
詞
と
し
て
「
聖
人
夢
中
に
六
角
堂
を
み
た
ま
ふ
と
こ
ろ
也
」
　
の

文
言
が
記
さ
れ
る
。
描
画
内
容
と
画
中
詞
の
意
味
す
る
所
と
を
合
わ
せ
て
解
す

る
と
、
自
分
自
身
が
夢
見
て
い
る
場
面
を
、
親
鸞
自
身
が
夢
想
し
た
光
景
と
し

て
表
さ
れ
て
い
る
、
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
絵
巻
の
画
図
の
表
現
と

し
て
は
、
夢
見
て
い
る
人
物
の
姿
と
夢
の
中
の
光
景
と
を
同
場
面
内
に
措
き
表

す
手
法
が
、
多
々
見
ら
れ
る
様
で
あ
る
。
図
様
の
解
釈
に
限
っ
て
言
え
ば
、
前

述
の
如
く
、
事
実
関
係
の
整
合
性
を
重
く
見
て
複
雑
に
理
解
せ
ず
と
も
、
絵
巻

物
絵
画
に
於
け
る
説
明
的
な
図
法
と
し
て
の
範
噂
で
了
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
す
る
、
覚
如
自
身
の
手
に
な
る
画
中
詞
も
、
場
面
全
体
の
内
容
を
説

明
し
た
も
の
と
言
う
よ
り
も
、
画
面
内
に
描
き
込
ま
れ
た
親
鸞
の
様
態
に
つ
い

て
端
的
に
補
足
し
た
も
の
と
受
け
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
救
世
観
音
は
、
詞
書
「
顔
容
端
厳
の
聖
僧
の
形
を
示
現
し
て
」
に

依
れ
ば
、
顔
か
た
ち
の
端
正
で
お
ご
そ
か
な
僧
の
姿
に
化
現
し
た
と
い
う
。

詞
書
後
半
部
に
は
「
救
世
菩
薩
は
即
儲
君
の
本
地
な
れ
ば
」
と
、
親
鸞
が
後

に
説
い
た
所
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た
、
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
　
（
十
一
首
）
　
の

内
、
第
二
首
に
も
「
救
世
観
音
大
菩
薩
、
聖
徳
皇
卜
示
現
シ
テ
」
と
記
す
通

り
、
救
世
観
音
と
聖
徳
太
子
と
は
一
体
の
も
の
と
し
て
、
親
鸞
は
捉
え
て
い

た
様
だ
。
夢
中
に
示
現
し
た
の
は
、
救
世
観
音
で
あ
り
、
同
時
に
聖
徳
太
子
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で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
様
な
因
縁
か
ら
、
僧
形
と
な
っ
て
示
現

し
た
の
か
。

岡
西
法
英
氏
は
、
聖
僧
と
し
て
の
姿
を
、
「
聖
徳
太
子
の
前
世
の
身
で
あ
る

南
岳
慧
思
禅
師
」
　
の
姿
を
借
り
た
も
の
か
と
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
『
皇
太
子
聖

徳
奉
讃
』
　
（
七
十
五
首
）
　
で
も
、
第
十
一
首
か
ら
第
十
四
首
に
、
太
子
の
前
身

を
列
す
る
内
に
　
「
恵
思
渾
師
」
　
の
名
を
挙
げ
る
通
り
、
太
子
と
慧
恩
と
の
関
係

は
、
親
鸞
に
も
承
知
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
に
積
極
的
に
、
聖
僧

が
慧
恩
の
姿
を
借
り
た
も
の
で
あ
る
事
の
、
蓋
然
性
を
証
す
る
よ
う
な
資
料
は

管
見
の
内
に
無
い
。
画
図
に
描
か
れ
た
僧
の
姿
に
は
、
高
僧
像
一
般
に
見
受
け

ら
れ
る
如
き
、
個
性
を
強
調
し
た
表
現
は
認
め
ら
れ
ず
。
図
像
の
上
か
ら
も
、

特
別
、
こ
れ
を
慧
恩
に
結
び
付
け
る
様
な
視
点
を
持
つ
事
は
出
来
無
い
。

僧
形
と
な
っ
て
示
現
し
た
由
縁
は
、
『
法
華
経
』
　
の
文
言
に
思
い
当
た
る
部

分
が
有
る
。
所
謂
　
『
観
音
経
』
　
と
し
て
知
ら
れ
る
　
『
妙
法
蓮
華
経
』
　
（
大
正
蔵

塑
一
六
二
）
巻
第
七
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」
は
、
聖
徳
太
子
を
通

じ
て
観
音
の
威
徳
を
尊
崇
し
た
、
親
鸞
に
も
知
悉
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。
同
所
に
は
、
観
音
が
、
遍
く
衆
生
を
救
う
為
、
相
手
に
応
じ
て
「
仏
身
」

か
ら
「
執
金
剛
身
」
　
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
姿
に
応
現
し
て
説
法
す
る
事
を
挙

げ
て
い
る
。
こ
の
内
、
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
の
身
を
以
て
得
度

せ
ん
と
す
る
者
に
対
し
て
は
、
観
音
は
、
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷

の
身
に
現
じ
て
説
法
を
為
す
、
と
説
く
部
分
に
着
目
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

無
蓋
意
菩
薩
、
自
彿
言
「
世
尊
。
観
世
音
菩
薩
、
云
何
遊
此
裟
婆
世
界
。

云
何
而
馬
衆
生
説
法
。
方
便
之
力
、
其
事
云
何
。
」
俳
、
告
無
蓋
意
菩
薩

「
善
男
子
。
若
、
有
囲
土
衆
生
、
應
以
悌
身
得
度
者
、
観
世
音
菩
薩
、
即

硯
彿
身
、
而
馬
説
法
。
［
…
］
　
應
以
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷

身
得
度
者
。
即
、
現
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
身
、
而
馬
説

法
。
［
…
］
」

即
ち
、
観
音
は
、
親
鸞
の
夢
中
に
あ
っ
て
は
、
親
鸞
と
同
位
の
比
丘
身
と
し
て

示
現
し
た
事
が
理
解
で
き
る
。
詞
書
で
も
、
親
鸞
は
、
聖
徳
太
子
の
本
地
で
あ

る
救
世
観
音
が
「
本
地
の
尊
容
を
し
め
す
と
こ
ろ
也
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、

比
丘
身
の
姿
に
よ
っ
て
本
地
で
あ
る
観
音
が
示
現
し
た
、
と
い
う
事
を
示
し
た

も
の
と
了
解
出
来
る
。

堂
の
中
央
に
は
、
墨
染
め
の
衣
に
白
色
の
袈
裟
を
着
け
た
僧
が
、
白
い
蓮

華
座
に
立
ち
、
親
鸞
に
向
か
っ
て
両
手
を
胸
前
に
差
し
出
し
、
何
事
か
を
教

示
す
る
体
に
表
さ
れ
る
。
岡
西
氏
は
ま
た
、
詞
書
の
　
「
日
柄
の
袈
裟
」
　
に
つ

い
て
、
『
顕
浄
土
真
実
数
行
証
文
類
』
　
が
引
く
、
最
澄
　
『
末
法
灯
明
記
』
　
中
の

『
大
術
経
』
　
の
説
か
ら
、
白
い
袈
裟
が
「
末
法
濁
乱
の
象
徴
」
と
し
て
受
け
取

ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
事
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
『
大
術
経
』
、
つ
ま
り

『
摩
詞
摩
耶
経
』
　
（
大
正
蔵
恥
三
八
三
）
　
の
本
文
に
「
悌
捏
柴
後
、
［
…
］
　
千
三

百
歳
己
、
袈
裟
攣
白
、
不
受
染
色
。
」
と
記
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
こ
う
し
た

記
事
以
外
、
白
色
の
柄
袈
裟
が
表
さ
れ
る
所
以
に
つ
い
て
は
知
見
が
無
い
。

た
だ
、
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
の
上
か
ら
こ
れ
を
見
る
に
、
一
般
の
僧
と
異
な
る

「
聖
僧
」
を
表
す
為
に
、
清
浄
の
印
象
を
持
つ
白
色
を
、
袈
裟
に
当
て
る
事
と

し
た
も
の
か
と
考
え
得
る
。
猶
、
琳
阿
本
　
（
西
本
願
寺
）
　
等
、
他
本
で
は
、

袈
裟
ば
か
り
か
、
僧
衣
ま
で
も
白
く
、
全
身
白
衣
の
尊
像
と
し
て
表
さ
れ
る

様
子
が
看
取
さ
れ
る
。

ま
た
、
詞
書
に
　
「
広
大
の
白
蓮
花
に
端
座
し
て
」
と
記
さ
れ
る
、
白
色
の
蓮

華
座
の
意
味
に
つ
い
て
も
特
段
の
知
見
が
無
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
如

く
、
僧
形
と
し
て
の
示
現
が
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
　
が
説
く
如
く
、
比
丘
身
と
し
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て
の
応
現
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
経
名
に
縁
の
プ
ン
ダ
リ
ー
カ
、
つ
ま
り
自

蓮
華
が
座
に
選
ば
れ
た
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
理
解
す
る
事
が
出
来
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
僧
形
は
坐
像
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
高
田
本
の
絵
で
は

立
像
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
誤
り
は
、
琳
阿
本
　
（
西
本
願
寺
）
等
、
殆
ど
の
他

本
で
は
正
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
　
（
東
本
願
寺
の
弘
願
本
は
立
像
）
。
今
井
雅
晴

氏
は
、
平
安
時
代
半
ば
か
ら
、
貴
族
や
庶
民
の
崇
敬
を
集
め
た
六
角
堂
の
観
音

は
、
示
現
と
夢
告
と
に
よ
っ
て
霊
験
を
表
す
事
が
広
く
知
ら
れ
て
い
た
事
を
証

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
今
井
氏
も
引
く
、
『
今
昔
物
語
集
』
　
巻
一
六
第
三

二
　
「
隠
形
男
依
六
角
堂
観
音
助
顕
身
」
は
、
妖
怪
に
姿
を
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た

男
が
、
六
角
堂
に
参
籠
し
、
観
音
に
祈
念
し
て
助
け
を
求
め
る
と
、
「
暁
方
ノ

夢
l
「
　
御
帳
ノ
辺
ヨ
リ
景
気
ナ
ル
僧
出
テ
、
男
ノ
傍
二
立
テ
告
ゲ
テ
宣
ハ
ク
」

と
観
音
が
示
現
し
た
様
子
を
載
せ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
、
六
角
堂
の
観
音
は
、

僧
形
と
な
っ
て
現
れ
、
夢
想
者
の
傍
ら
に
出
で
立
つ
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る
場

合
の
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
同
様
の
了
解
は
、
「
親
鸞
伝
絵
」
制
作
者
に
も
、

共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
類
推
さ
れ
る
。
同
段
に
於
け
る
描
出
で
も
、

こ
う
し
た
六
角
堂
観
音
の
霊
験
に
ま
つ
わ
る
了
解
が
イ
メ
ー
ジ
の
基
層
と
な
っ

て
、
比
丘
身
に
応
現
し
た
観
音
は
、
立
つ
姿
と
し
て
表
さ
れ
た
と
考
え
る
事
が

出
来
る
。

さ
て
、
親
鸞
も
ま
た
、
門
弟
の
夢
中
に
登
場
す
る
事
と
な
っ
た
。

巻
五
段
一
（
挿
図
4
）
　
は
、
熊
野
本
宮
に
参
詣
し
た
、
門
徒
の
平
太
郎
の
夢

中
に
、
熊
野
権
現
と
親
鸞
と
が
示
現
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
表
す
。
「
熊

野
霊
告
」
と
簡
称
さ
れ
る
逸
話
で
あ
る
。
熊
野
本
宮
の
主
神
、
家
津
御
子
大
神

の
本
地
仏
が
阿
弥
陀
如
来
と
さ
れ
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
前
期
に
か
け
て
、
極

挿図4　「善信聖人親鸞伝絵」巻五段－（部分）　津市・専修寺所蔵　重要文化財
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楽
往
生
を
願
う
諸
人
に
よ
る
参
拝
供
養
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
状
況
が
、
祖
師
信

仰
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。

画
図
で
は
、
熊
野
の
峰
々
が
浮
か
ぶ
深
い
霞
の
中
、
画
面
中
央
に
は
、
木
立

に
囲
ま
れ
た
社
殿
が
大
き
く
描
か
れ
る
。
丹
塗
り
の
部
材
が
縦
横
に
組
み
合
わ

さ
れ
、
績
綱
縁
に
縁
取
ら
れ
た
青
畳
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
、
け
ぎ
ゃ
か
な
雰
囲

気
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。
画
中
詞
に
も
「
熊
野
誇
誠
殿
」
と
記
さ
れ
る
如
く
、

熊
野
本
宮
第
一
殿
の
謹
誠
殿
を
表
し
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
措
か

れ
た
社
殿
の
様
子
は
、
実
際
の
謹
誠
殿
と
は
大
分
異
な
る
様
だ
。

現
在
の
誇
誠
殿
は
、
東
隣
す
る
若
宮
王
子
社
と
同
形
式
の
、
熊
野
道
の
建

築
様
式
を
示
す
。
桁
行
三
間
、
梁
間
二
間
の
プ
ラ
ン
を
持
つ
が
、
そ
の
前
面

は
一
間
の
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
謹
誠
殿
に
西
隣
し
て
は
、
結
宮
・
早
玉
明

神
を
合
祀
す
る
社
殿
が
建
つ
。
こ
ち
ら
は
、
桁
行
五
間
、
梁
間
四
間
を
有
す

る
建
物
で
あ
る
。
そ
の
正
面
に
は
、
第
二
及
び
第
四
の
間
に
、
九
級
の
木
階

が
下
さ
れ
る
。
ま
た
、
殿
内
に
は
、
三
間
の
内
殿
を
有
し
、
各
々
の
正
面
に

木
階
三
級
が
附
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
社
殿
の
有
様
は
ま
た
、
一
二
九
九
年
に
制

作
さ
れ
た
　
「
一
遍
聖
絵
」
　
（
清
浄
光
寺
、
国
宝
）
　
巻
三
段
一
に
も
措
か
れ
て
い

る
。
一
遍
が
神
託
を
受
け
た
誇
誠
殿
と
、
そ
の
右
隣
の
同
形
の
社
殿
と
が
、

何
れ
も
正
面
一
間
に
描
か
れ
、
回
廊
を
挟
ん
だ
左
方
の
社
殿
が
、
正
面
五
間
、

二
列
の
階
を
有
し
て
措
か
れ
る
様
子
は
、
大
凡
、
現
在
の
社
殿
の
有
様
に
踏

襲
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

当
時
に
あ
っ
て
も
、
謹
誠
殿
は
、
「
親
鸞
伝
絵
」
　
に
描
か
れ
た
社
殿
よ
り
も
、

も
っ
と
小
さ
な
建
造
物
で
あ
っ
た
様
だ
。
描
か
れ
た
社
殿
の
規
模
は
、
む
し
ろ
、

結
宮
・
早
玉
明
神
を
合
祀
す
る
社
殿
の
方
に
近
い
様
で
も
あ
る
が
、
三
下
り
の

階
が
描
か
れ
る
等
、
こ
れ
と
も
ま
た
、
異
な
る
構
造
で
あ
る
。
画
図
の
制
作
に

当
た
っ
て
、
謹
誠
殿
に
関
す
る
情
報
の
混
乱
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
い

は
、
実
際
の
澄
誠
殿
の
様
子
に
拘
る
こ
と
な
く
、
観
念
的
に
通
有
の
社
殿
の
図

様
が
応
用
さ
れ
た
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
北
野
社
参
詣
畳
茶
羅
」

（
京
都
、
北
野
天
満
宮
）
　
等
で
、
正
面
観
を
重
視
し
て
図
式
化
さ
れ
た
社
殿
内

に
衣
冠
姿
の
天
神
が
大
き
く
表
さ
れ
、
前
景
の
境
内
に
は
参
詣
す
る
者
達
の
姿

が
細
々
と
描
か
れ
る
如
き
趣
致
に
通
ず
る
感
が
あ
る
。
ま
た
、
三
下
り
の
階
の

各
々
に
一
対
の
狛
犬
が
控
え
る
様
は
、
「
石
清
水
八
幡
宮
畳
茶
羅
」
　
（
京
博
、
重

文
）
　
等
に
も
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

下
段
の
回
廊
中
に
は
、
漸
く
熊
野
本
宮
に
到
達
し
た
平
太
郎
が
、
そ
の
夜
を

仮
寝
し
て
過
ご
す
様
を
措
く
。
折
烏
帽
子
を
被
り
、
自
狩
衣
を
着
装
し
、
首
に

念
珠
を
懸
け
た
平
太
郎
が
、
深
々
と
寝
入
っ
て
い
る
。
画
中
詞
に
「
平
太
郎
夢

想
の
と
こ
ろ
也
」
　
と
記
さ
れ
る
通
り
、
こ
の
平
太
郎
が
、
画
面
上
部
に
描
か
れ

る
、
社
殿
内
の
光
景
を
夢
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

夢
中
で
は
、
証
誠
殿
の
扉
が
押
し
開
か
れ
、
衣
冠
姿
の
熊
野
権
現
が
現
れ
た

と
い
う
。
こ
の
部
分
の
詞
書
が
欠
失
し
て
い
る
為
、
『
御
伝
紗
』
　
か
ら
、
そ
の

文
言
を
窺
う
と
、
「
証
誠
殿
の
扉
を
排
き
て
、
衣
冠
た
だ
し
き
俗
人
、
仰
せ
ら

れ
て
い
は
く
」
と
物
語
る
の
み
で
、
こ
の
　
「
俗
人
」
　
が
権
現
で
あ
る
の
か
ど
う

か
を
直
に
言
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
親
鸞
伝
絵
」
　
で
は
、
画
中
詞
に
「
聖

人
　
権
現
あ
ら
わ
れ
た
ま
ふ
と
こ
ろ
也
」
と
記
さ
れ
る
事
に
よ
り
、
こ
の
人
物

が
　
「
権
現
」
を
表
す
も
の
で
あ
る
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。

描
か
れ
た
権
現
の
装
束
は
、
垂
櫻
の
冠
を
被
り
、
黒
の
袖
の
袖
に
朱
の
単
が

覗
く
。
白
の
袴
の
股
間
に
平
緒
を
垂
ら
し
、
後
ろ
に
は
長
大
な
裾
を
引
い
て
い

る
事
か
ら
、
衣
冠
と
い
う
よ
り
も
束
帯
を
着
し
た
姿
で
あ
ろ
う
。
中
世
に
は
、

束
帯
・
衣
冠
の
呼
称
の
別
が
曖
昧
と
な
り
、
貴
人
の
正
装
の
意
味
で
混
用
さ
れ
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る
事
も
あ
つ
た
と
い
う
。
画
図
で
は
、
束
帯
を
着
し
て
正
装
し
た
高
位
の
人
物

が
、
第
を
執
っ
て
威
儀
を
正
し
た
姿
に
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

長
い
顎
髭
等
の
描
出
に
個
性
が
あ
る
か
と
言
え
ば
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
も
幾
つ
か
の
男
神
像
に
通
じ
る
表
現
で
あ
る
。
因
み
に
、
熊
野
本
宮
大
社

の
主
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
、
「
家
津
御
子
大
神
坐
像
」
　
（
木
造
彩
色
、
重
文
）

は
、
平
安
期
中
頃
の
制
作
と
さ
れ
る
男
神
像
で
あ
る
。
幌
頭
を
頂
き
、
袖
を

っ
け
、
胸
前
で
両
手
に
筍
を
構
え
て
正
坐
す
る
。
冠
は
墨
彩
、
袖
は
朱
彩
さ

れ
る
。
端
正
な
面
貌
の
彩
色
は
後
補
に
か
か
る
部
分
も
多
い
で
あ
ろ
う
が
、

墨
で
描
か
れ
る
髭
馨
は
短
い
も
の
で
あ
る
。
画
図
に
表
さ
れ
た
権
現
が
、
「
家

津
御
子
大
神
坐
像
」
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
で
あ
ろ
う
。
画

図
の
権
現
に
、
熊
野
権
現
と
し
て
の
個
別
性
を
表
出
す
る
様
な
要
素
は
、
特

に
認
め
ら
れ
な
い
。
男
神
像
一
般
の
姿
を
借
用
し
て
、
こ
こ
に
描
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
権
現
が
、
平
太
郎
が
精
進
潔
斎
を
せ
ず
に
参
詣
し
た
事
を
答
め
立
て
た

と
い
う
。
す
る
と
、
権
現
に
対
座
す
る
様
に
、
忽
然
と
親
鸞
が
現
れ
た
。
親
鸞

は
「
か
れ
は
、
善
信
が
訓
に
よ
り
て
念
仏
す
る
も
の
な
り
。
」
と
、
権
現
に
向

か
っ
て
平
太
郎
を
弁
護
し
た
。

親
鸞
は
、
既
に
、
巻
二
段
三
・
巻
四
段
四
等
に
表
さ
れ
た
姿
と
同
様
に
、
眉

尻
が
ピ
ン
と
跳
ね
上
が
っ
た
太
い
眉
形
を
有
す
、
個
性
的
な
風
貌
を
示
す
。
腹

前
に
一
重
の
数
珠
を
執
り
、
左
右
の
手
を
互
い
違
い
に
向
か
い
合
わ
せ
て
爪
繰

る
仕
草
で
安
坐
す
る
。
そ
の
形
姿
は
、
「
安
城
御
影
」
　
（
西
本
願
寺
）
・
「
熊
皮

御
影
」
　
（
奈
良
国
立
博
物
館
）
　
等
の
肖
像
に
準
じ
た
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

こ
こ
で
は
、
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
一
で
あ
る
襟
首
に
巻
く
帽
子
を
、
何
故
か
描

い
て
い
な
い
。
直
線
を
連
ね
て
輪
郭
や
袋
を
描
く
墨
染
衣
の
様
は
、
慣
れ
衣
の

如
く
描
か
れ
る
「
熊
皮
御
影
」
よ
り
も
、
強
装
束
を
召
す
如
き
「
安
城
御
影
」

の
表
現
に
近
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
門
弟
達
の
尊
拝
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
肖
像

と
同
様
の
、
定
形
化
し
た
形
姿
を
、
神
影
と
並
べ
て
社
殿
内
に
配
す
事
に
よ
っ

て
、
親
鸞
を
拝
さ
れ
る
存
在
と
し
て
表
し
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。

社
殿
の
結
構
に
枠
取
ら
れ
た
中
、
権
現
と
親
鸞
と
が
青
畳
の
上
に
並
坐
す
る

有
様
は
、
幾
つ
か
の
垂
速
星
奈
羅
に
見
ら
れ
る
図
様
と
の
親
近
性
が
感
じ
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
画
面
で
は
、
多
く
の
神
像
が
安
坐
す
る
様
で
描
か
れ
る
が
、

「
親
鸞
伝
絵
」
　
の
権
現
は
、
正
坐
し
た
姿
に
描
か
れ
て
い
る
様
で
あ
る
。
権
現

は
、
そ
の
膝
先
の
袴
の
様
子
や
磯
が
見
え
な
い
等
の
事
か
ら
、
安
坐
で
は
な
く
、

正
坐
し
た
姿
と
判
断
さ
れ
る
。
正
坐
は
、
「
家
津
御
子
大
神
坐
像
」
等
、
彫
像

の
表
現
に
倣
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
た
、
平
太
郎
を
弁
護
す
る
親

鸞
の
言
葉
に
対
し
、
『
御
伝
紗
』
　
が
「
こ
こ
に
俗
人
、
第
を
た
だ
し
く
し
て
、

こ
と
に
敬
屈
の
礼
を
著
し
っ
つ
、
か
さ
ね
て
述
ぶ
る
と
こ
ろ
な
し
。
」
と
続
け

る
所
の
「
敬
屈
の
礼
」
を
表
し
た
形
姿
と
取
る
事
も
出
来
る
。

以
上
に
見
て
来
た
様
に
、
「
熊
野
霊
告
」
の
画
図
は
、
社
殿
の
様
子
、
権
現

の
像
容
、
ま
た
、
親
鸞
の
形
姿
に
至
っ
て
も
、
独
自
性
を
持
っ
た
図
様
が
用
い

ら
れ
て
い
る
様
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
観
念
的
な
描
写
や
既
成
の

図
柄
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
一
図
を
成
し
て
い
る
如
く
に
見
ら
れ
る
。
逆
に
言
え

ば
、
個
別
的
な
事
象
の
描
出
に
拘
泥
し
な
い
事
に
よ
っ
て
、
明
快
で
象
徴
性
の

高
い
画
面
作
り
が
志
向
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
段
の
画

図
が
表
出
し
よ
う
と
す
る
目
的
に
沿
っ
た
選
択
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

実
質
的
な
親
鸞
の
事
績
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
、
平
太
郎
が
夢
想
し
た
所
の

「
熊
野
霊
告
」
が
「
親
鸞
伝
絵
」
の
中
に
一
段
を
占
め
た
理
由
は
、
何
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
前
段
の
詞
書
に
、
常
陸
国
の
庶
民
と
記
さ
れ
る
平
太
郎
は
、
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「
聖
人
の
訓
を
信
て
専
二
な
か
り
き
」
と
、
篤
信
の
者
と
し
て
表
さ
れ
る
。
そ

の
一
方
で
、
熊
野
に
詣
で
る
に
「
事
由
を
尋
申
さ
む
た
め
に
」
と
、
現
実
生
活

の
中
で
は
何
よ
り
も
師
の
言
葉
を
頼
り
に
思
う
、
俗
人
門
徒
を
代
表
す
る
存
在

と
し
て
性
格
付
け
ら
れ
て
い
る
様
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
そ
う
し
た
門
徒
の
誰
彼

で
も
あ
る
様
な
平
太
郎
の
旅
中
の
夢
に
さ
え
現
れ
て
、
彼
を
擁
護
す
る
存
在
と

な
っ
た
と
表
さ
れ
る
。
「
熊
野
霊
告
」
　
の
段
は
、
平
太
郎
の
夢
想
を
借
り
る
事

に
よ
っ
て
、
門
徒
に
拝
さ
れ
る
存
在
と
し
て
の
親
鸞
を
描
き
表
す
事
に
主
眼
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
親
鸞
が
示
現
す
る
舞
台
と
し
て
、
熊
野
の
神
域
が
選

ば
れ
た
の
も
、
当
時
の
人
々
に
周
知
さ
れ
て
い
た
霊
地
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
更
に
言
え
ば
、
既
存
の
仏
教
界
の
権
威
に
依
る
事
無
く
、
ま
た
、
直
に
本

地
の
阿
弥
陀
を
崇
め
つ
つ
、
親
鸞
の
威
徳
を
高
め
る
事
も
適
っ
て
、
実
に
都
合

が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

「
六
角
夢
想
」
　
の
夢
想
、
「
熊
野
霊
告
」
　
の
夢
想
も
、
関
連
づ
け
て
了
解
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
聖
徳
太
子
に
夢
告
し
た
観
音
や
、
ま
た
、
本
地
の
観
音
と

し
て
親
鸞
の
夢
想
に
現
れ
た
聖
徳
太
子
の
跡
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
親
鸞
も
ま
た
、

門
徒
の
夢
中
に
現
れ
る
存
在
と
し
て
表
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
親
鸞

自
ら
が
顕
現
す
る
場
面
を
描
く
事
に
よ
っ
て
、
祖
師
と
し
て
の
聖
性
を
表
出
し

よ
う
と
し
た
訳
で
あ
る
。

四こ
れ
ら
の
如
き
夢
想
の
描
出
は
、
一
体
、
夢
幻
の
出
来
事
を
題
材
と
し
た
、

し
か
も
絵
空
事
と
し
て
の
み
、
受
け
取
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

冒
頭
に
挙
げ
た
拙
稿
で
は
、
夢
想
を
媒
介
と
し
て
奇
瑞
が
示
さ
れ
る
事
は
、

先
行
す
る
高
僧
伝
・
往
生
伝
の
類
に
既
に
見
ら
れ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
り
、
三

絵
伝
も
こ
れ
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
絵
伝
の
場
合
は
、
詞
書
に
記

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
画
図
に
描
か
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
観
者
は
夢
中
の
事
と
言

え
ど
も
現
実
の
出
来
事
同
様
の
思
い
で
こ
れ
を
受
け
止
め
た
事
で
あ
ろ
う
と
述

べ
た
。祖

師
伝
絵
で
は
な
い
が
、
同
時
代
の
絵
巻
物
で
あ
る
「
春
日
権
現
験
記
絵
」

に
於
け
る
夢
想
の
造
形
化
に
関
し
て
は
、
加
藤
悦
子
氏
に
よ
る
詳
細
な
観
察
が
、

既
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
加
藤
氏
に
よ
る
形
式
の
分
類
か
ら
も
、
鎌
倉
後
期
の

絵
巻
物
に
於
い
て
は
、
夢
の
中
の
出
来
事
が
、
現
実
の
出
来
事
と
同
等
の
レ
ベ

ル
で
語
ら
れ
、
措
か
れ
て
い
る
様
が
了
解
さ
れ
る
。

祖
師
伝
絵
は
、
伝
記
と
し
て
の
記
録
性
を
本
分
と
し
な
が
ら
も
、
信
仰
の
対

象
と
し
て
説
話
性
を
も
多
分
に
有
し
て
い
る
。
記
録
さ
れ
た
事
柄
が
絵
に
も
描

き
表
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
臨
場
感
を
高
め
、
真
実
味
を
増
し
た
の
と
同
様
、

説
話
の
内
容
も
描
き
表
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
現
実
感
を
与
え
ら
れ
、
信
憑
性

を
増
し
た
に
違
い
な
い
。
絵
巻
物
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
、

テ
キ
ス
ト
の
み
で
な
く
、
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
表
象
・
伝
達
が
行
わ
れ
る
点
に
あ

る
。
視
覚
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
経
験
の
乏
し
い
中
世
の
人
々
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
別
を
問
う
事
を
忘
れ
て
、
眼
前
の
画
図
に
措
出
さ

れ
た
祖
師
の
姿
を
、
脳
裏
に
焼
き
付
け
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
て
表
さ
れ
た
祖
師
の
姿
の
意
味
を
了
解
す
る
為
に
は
、
M
・
エ
リ
ア

－
デ
が
提
示
し
た
　
「
聖
体
示
現
」
　
（
H
i
e
r
O
p
h
a
n
i
e
）
　
と
い
う
概
念
を
援
用
す

る
の
が
捷
径
で
あ
ろ
う
。
法
然
と
対
面
し
た
善
導
が
、
法
然
自
身
に
よ
っ
て
阿

弥
陀
の
化
身
と
意
識
さ
れ
、
親
鸞
に
示
現
し
た
聖
徳
太
子
が
、
救
世
観
音
の
本

地
を
現
し
て
い
た
如
き
は
、
何
れ
も
、
法
然
・
親
鸞
が
体
得
し
た
「
聖
体
示
現
」

の
経
験
に
他
な
ら
な
い
。
更
に
、
法
然
・
親
鸞
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
想
の
前
後
を
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窺
う
と
、
法
然
の
体
験
し
た
　
「
聖
体
示
現
」
は
、
既
に
、
善
導
や
少
康
に
よ
っ

て
経
験
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
親
鸞
の
体
験
し
た
「
聖
体
示
現
」
は
、
既

に
、
聖
徳
太
子
に
よ
っ
て
経
験
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

れ
に
続
い
て
、
今
度
は
法
然
自
身
が
随
蓮
の
夢
中
に
現
れ
、
親
鸞
が
平
太
郎
に

夢
見
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
。
祖
師
自
体
が
門
弟
達
の
夢
想
の
中
に
示
現
す
る
様

を
表
す
事
に
よ
っ
て
、
祖
師
自
身
を
も
、
宗
教
者
と
い
う
意
味
で
の
　
（
聖
人
）

の
位
に
高
め
た
の
で
あ
る
。
過
去
の
　
（
聖
人
）
達
に
よ
っ
て
繰
り
返
さ
れ
た
如

く
、
聖
体
の
示
現
を
受
け
る
事
が
、
嗣
法
者
と
し
て
の
資
格
の
承
認
と
な
り
、

聖
体
と
し
て
ま
た
自
ら
示
現
す
る
事
が
、
伝
法
者
と
し
て
の
超
越
性
の
証
明
と

な
っ
た
。

そ
し
て
、
何
れ
も
夢
想
を
媒
介
と
し
て
　
「
聖
体
示
現
」
が
経
験
さ
れ
、
記
録

さ
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
そ
し
て
こ
れ
が
描
出
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
は
、

夢
想
を
題
材
と
す
る
が
故
の
、
自
由
な
作
画
構
想
が
練
ら
れ
た
。
ま
た
、
象
徴

性
を
持
っ
た
描
画
要
素
が
用
い
ら
れ
て
、
画
面
に
簡
明
な
表
現
が
も
た
ら
さ
れ

た
。
祖
師
伝
絵
に
於
け
る
夢
想
は
、
聖
な
る
も
の
が
顕
現
す
る
舞
台
と
し
て
措

出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

夢
想
を
媒
介
と
し
て
　
「
聖
体
示
現
」
を
表
す
手
法
は
、
「
親
鸞
伝
絵
」
　
の
起

草
者
で
あ
る
、
覚
如
に
意
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
。
晩
年
の
覚

如
は
、
「
親
鸞
伝
絵
」
康
永
本
　
（
東
本
願
寺
）
　
に
於
い
て
、
「
六
角
夢
想
」
　
の
段

の
後
に
「
蓮
位
夢
想
」
　
の
逸
話
を
挿
入
し
た
。
親
鸞
の
弟
子
、
蓮
位
の
夢
に
聖

徳
太
子
が
現
れ
、
親
鸞
を
礼
拝
し
て
阿
弥
陀
の
化
身
で
あ
る
旨
を
述
べ
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
段
の
補
足
は
、
親
鸞
と
聖
徳
太
子
と
の
因
縁
を
再
確
認

し
、
親
鸞
の
　
（
聖
人
）
と
し
て
の
性
格
を
強
調
す
る
目
的
に
因
っ
た
も
の
と
解

さ
れ
て
い
る
。

注（
1
）

「
法
然
上
人
伝
絵
」
　
知
恩
院
　
（
京
都
市
）
　
所
蔵
　
国
宝
　
四
十
八
巻
本

浄
土
宗
の
開
祖
、
法
然
　
二
　
二
二
三
～
一
二
一
二
）
　
の
生
涯
と
と
も
に
、
門
弟
達
の
事
跡

を
併
せ
表
す
。
各
巻
、
巻
頭
に
「
法
然
上
人
行
状
絵
図
」
、
奥
書
に
「
四
十
八
巻
伝
」
　
の

称
を
有
す
。
法
然
伝
絵
は
、
嘉
禎
三
年
　
（
二
一
三
七
）
　
の
二
十
五
年
忌
に
「
伝
法
絵
」

（
秩
逸
）
　
が
作
ら
れ
、
後
の
伝
絵
の
基
と
な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
、
四
巻
本
・
九
巻
本
な
ど

と
称
さ
れ
る
諸
本
が
、
次
い
で
制
作
さ
れ
る
。
ま
た
、
正
安
三
年
（
二
二
〇
一
）
、
法
然

門
流
に
お
け
る
親
鸞
の
存
在
を
顕
彰
す
る
べ
く
、
覚
如
が
編
じ
た
「
拾
遺
古
徳
伝
」
に
よ

っ
て
も
、
法
然
の
事
跡
は
伝
え
ら
れ
た
。
知
恩
院
本
は
、
先
行
の
法
然
伝
絵
を
集
成
し
、

『
無
量
寿
経
』
　
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
の
四
十
八
大
願
に
因
ん
で
、
全
体
を
四
八
巻
に
構
成
。

二
三
七
段
と
い
う
規
模
は
、
絵
巻
物
史
上
最
大
。

基
本
文
献

真
保
亨
編
『
法
然
上
人
絵
伝
』
　
日
本
の
美
術
　
第
九
五
号
、
至
文
堂
、
一
九
七
四

小
松
茂
美
編
『
法
然
上
人
絵
伝
　
上
』
　
『
同
　
中
』
　
『
同
　
下
』
続
日
本
絵
巻
大
成
一
～

三
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
（
挿
図
一
・
二
は
、
本
書
よ
り
転
載
）

玉
山
成
元
・
字
高
良
哲
『
法
然
上
人
絵
伝
講
座
』
浄
土
宗
、
二
〇
〇
四

中
井
真
孝
『
法
然
絵
伝
を
読
む
』
彿
教
大
学
鷹
陵
文
化
叢
書
二
一
、
偶
数
大
学
、
二
〇

〇
五

（
2
）
　
「
善
信
聖
人
親
鸞
伝
絵
」
　
専
修
寺
（
津
市
）
所
蔵
　
重
要
文
化
財
　
高
田
本

浄
土
真
宗
の
開
祖
、
親
鸞
　
（
一
一
七
三
～
二
一
六
二
）
　
の
生
涯
を
表
す
。
詞
書
部
分
は

「
御
伝
紗
」
、
画
図
部
分
は
「
御
絵
伝
」
と
称
さ
れ
る
。
親
鸞
伝
絵
は
、
永
仁
三
年
（
一
二

九
五
）
　
の
三
十
三
回
忌
に
、
曾
孫
の
本
願
寺
第
三
世
覚
如
（
二
一
七
〇
～
二
二
五
一
）
　
が

詞
書
を
作
り
、
康
楽
寺
流
の
浄
賀
（
二
一
七
五
～
二
二
五
六
）
　
が
画
図
を
描
い
た
「
善
信

聖
人
絵
」
　
（
亡
侠
）
が
最
初
。
専
修
寺
本
は
、
党
如
自
身
が
詞
書
を
書
写
し
、
原
本
と
同

年
に
成
っ
た
。
当
初
、
二
巻
で
あ
っ
た
も
の
を
、
五
巻
に
分
割
改
装
し
て
い
る
。
以
後
、

各
門
派
に
於
い
て
伝
絵
の
制
作
が
行
わ
れ
、
遺
品
は
多
い
。
同
じ
覚
如
に
因
る
、
所
謂
、

康
永
本
・
弘
願
本
、
ま
た
、
琳
阿
本
な
ど
が
あ
る
。
初
稿
本
は
〓
二
段
か
ら
成
っ
て
い
た

が
、
後
、
一
四
段
・
一
五
段
の
構
成
に
増
加
さ
れ
た
。
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基
本
文
献

『
真
宗
重
宝
衆
英
　
第
五
巻
　
親
鸞
聖
人
伝
絵
』
　
信
仰
の
造
形
的
表
現
研
究
委
員
会
編
、

同
朋
含
、
一
九
八
八

『
続
々
日
本
絵
巻
大
成
　
伝
記
・
縁
起
篇
一
　
書
信
聖
人
親
鸞
伝
絵
』
、
小
松
茂
美
編
、

中
央
公
論
社
、
一
九
九
四
　
（
挿
図
三
・
四
は
、
本
書
よ
り
転
載
）

小
林
達
朗
　
『
絵
巻
＝
親
鸞
聖
人
絵
伝
』
　
日
本
の
美
術
　
第
四
一
五
号
、
至
文
堂
、
二
〇

〇
〇

（
3
）
　
「
法
然
伝
絵
」
巻
七
段
五
　
詞
書
　
（
抜
粋
）

上
人
、
あ
る
夜
、
夢
見
ら
く
《
一
の
大
山
あ
り
。
そ
の
峯
、
き
は
め
て
た
か
し
。
南
北
長

遠
に
し
て
、
西
方
に
む
か
へ
り
。
山
の
ふ
も
と
に
大
河
あ
り
。
碧
水
北
よ
り
出
て
、
波
浪

南
に
な
か
る
。
河
原
抄
ク
と
し
て
辺
際
な
く
、
林
樹
茫
ク
と
し
て
限
数
を
し
ら
す
。
山
の

腹
に
の
は
り
て
、
は
る
か
に
西
方
を
見
た
ま
へ
は
、
地
よ
り
か
み
五
丈
は
か
り
あ
か
り
て
、

空
中
に
一
衆
の
紫
雲
あ
り
。
こ
の
雲
と
ひ
き
た
り
て
、
上
人
の
所
に
い
た
る
。
希
有
の
息

を
な
し
給
と
こ
ろ
に
、
こ
の
紫
雲
の
中
よ
り
、
無
量
の
光
を
出
す
。
光
の
な
か
よ
り
、
孔

雀
・
現
鵡
等
の
百
宝
色
の
鳥
、
と
ひ
い
て
、
よ
も
に
散
し
、
又
、
河
浜
に
遊
戯
す
。
身
よ

り
光
を
は
な
ち
て
、
照
耀
き
は
ま
り
な
し
。
其
後
、
衆
鳥
と
ひ
の
は
り
て
、
も
と
の
こ
と

く
紫
雲
の
な
か
に
い
り
ぬ
。
こ
の
紫
雲
、
又
、
北
に
む
か
ひ
て
山
河
を
か
く
せ
り
。
か
し

こ
に
往
生
人
あ
る
か
、
と
思
惟
し
給
ほ
と
に
、
又
、
須
爽
に
か
へ
り
き
た
り
て
、
上
人
の

ま
へ
に
任
す
。
や
う
や
く
ひ
ろ
こ
り
て
、
一
天
下
に
お
ほ
ふ
。
雲
の
中
よ
り
一
人
の
僧
出

て
、
上
人
の
所
に
き
た
り
任
す
。
そ
の
さ
ま
、
腰
よ
り
し
も
は
金
色
に
し
て
、
こ
し
よ
り

か
み
は
墨
染
な
り
。
上
人
、
合
掌
低
頭
し
て
申
給
は
く
「
こ
れ
、
誰
人
に
ま
し
ま
す
そ
や
」

と
。
僧
、
答
給
は
く
「
我
は
是
、
善
導
な
り
」
と
。
「
な
に
の
た
め
に
来
給
そ
や
」
と
申

給
に
、
「
汝
、
専
修
念
仏
を
ひ
ろ
む
る
こ
と
、
貴
き
か
ゆ
へ
に
来
れ
る
な
り
」
と
の
給
》

と
み
て
夢
さ
め
ぬ
。

（
引
用
史
料
中
の
点
・
括
弧
は
、
仙
海
が
私
に
付
し
た
。
以
下
同
様
）

（
4
）
　
「
夢
感
聖
相
記
」
　
（
『
拾
遺
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
巻
上
　
附
。
全
文
）

源
空
、
多
年
勤
修
念
俳
。
末
曾
、
一
日
敢
僻
慶
焉
。
一
夜
、
夢
《
有
一
大
山
。
南
北
悠

遠
、
峯
頂
至
高
。
其
山
西
麓
、
有
一
大
河
。
傍
山
、
出
北
流
南
。
濱
畔
秒
茫
、
不
知
涯

際
。
林
樹
繁
茂
、
莫
知
幾
許
。
予
、
乃
飛
揚
、
登
於
山
腹
、
遠
視
西
嶺
。
空
間
、
有
紫

雲
一
片
、
去
地
可
五
丈
。
意
之
、
何
虚
有
往
生
人
、
現
此
瑞
相
。
須
輿
、
彼
雲
、
飛
来

頭
上
。
仰
望
、
孔
雀
・
難
鵡
等
衆
鳥
、
出
於
雲
中
、
遊
戯
河
濱
。
此
等
衆
鳥
、
身
無
光

明
、
而
照
曜
無
極
、
翔
飛
、
復
入
雲
中
。
予
、
為
希
有
思
。
少
時
、
根
　
［
彼
］
　
雲
北
去
、

覆
隠
山
河
。
複
以
為
、
山
東
有
往
生
人
、
迎
之
。
既
而
須
輿
、
彼
雲
、
復
至
頭
上
。
漸

大
、
遍
覆
於
一
天
下
。
有
一
高
僧
、
出
於
雲
中
、
住
立
吾
前
。
予
、
即
敬
頑
、
塘
仰
尊

容
。
腰
上
半
身
、
尋
常
僧
相
、
腰
下
半
身
、
金
色
彿
相
。
予
、
合
掌
低
頭
、
間
日
　
「
師

是
何
人
。
」
答
日
「
我
是
、
唐
善
導
也
。
」
又
、
間
「
時
去
代
異
。
何
以
、
今
束
子
此
耶
。
」

答
日
　
「
汝
能
、
弘
演
専
修
念
悌
之
道
、
甚
為
希
有
。
吾
、
為
来
謹
之
。
」
　
又
、
間
日
　
「
専

修
念
彿
之
人
、
皆
得
往
生
耶
。
」
》
未
答
、
乃
覚
。
璧
己
、
聖
容
、
尚
如
在
也
。
建
久
九

年
五
月
二
日
、
記
之
。
源
空
。

（
5
）
　
「
法
然
聖
人
御
夢
想
記
　
（
善
導
御
事
）
」
　
（
『
西
方
指
南
抄
』
　
巻
中
　
本
。
全
文
）

戎
夜
、
夢
ミ
ラ
ク
《
一
ノ
大
山
ア
リ
。
ソ
ノ
峯
キ
ワ
メ
テ
高
シ
。
南
北
ナ
カ
ク
ト
オ
シ
。

西
方
ニ
ム
カ
ヘ
リ
。
山
ノ
根
こ
大
河
ア
リ
。
傍
ノ
山
ヨ
リ
出
タ
リ
。
北
二
流
タ
リ
。
南
ノ

河
原
抄
抄
ト
シ
テ
、
ソ
ノ
過
際
ヲ
シ
ラ
ス
。
林
樹
滋
滋
ト
シ
テ
、
ソ
ノ
カ
キ
リ
ヲ
シ
ラ
ス
。

コ
コ
こ
、
源
空
、
タ
チ
マ
ナ
ニ
山
腹
こ
登
テ
、
ハ
ル
カ
ニ
西
方
ヲ
ミ
レ
ハ
、
地
ヨ
リ
巳
巳

上
五
十
尺
ハ
カ
リ
上
二
昇
テ
、
空
中
ニ
ヒ
ト
ム
ラ
ノ
紫
雲
ア
リ
。
以
馬
「
何
所
こ
、
往
生

人
ノ
ア
ル
ソ
哉
。
」
　
コ
コ
こ
、
紫
雲
ト
ヒ
キ
タ
リ
テ
、
ワ
カ
ト
コ
ロ
ニ
イ
タ
ル
。
希
有
ノ

オ
モ
ヒ
ヲ
ナ
ス
ト
コ
ロ
こ
、
ス
ナ
ハ
チ
、
紫
雲
ノ
中
ヨ
リ
、
孔
雀
・
貌
鵡
等
ノ
衆
鳥
ト
ヒ

イ
テ
テ
、
河
原
二
遊
戯
ス
。
沙
ヲ
ホ
リ
演
戯
、
コ
レ
ラ
ノ
鳥
ヲ
ミ
レ
ハ
、
凡
鳥
ニ
ア
ラ
ス
。

身
ヨ
リ
光
ヲ
ハ
ナ
チ
テ
、
照
曜
キ
ハ
マ
リ
ナ
シ
。
ソ
ノ
ノ
チ
、
ト
ヒ
昇
テ
、
本
ノ
コ
ト
ク

紫
雲
ノ
中
二
入
畢
ス
。
コ
コ
l
「
　
コ
ノ
紫
雲
、
コ
ノ
ト
コ
ロ
二
住
セ
ス
。
コ
ノ
ト
コ
ロ
ヲ

ス
キ
テ
、
北
ニ
ム
カ
フ
テ
、
山
河
ニ
カ
タ
レ
了
ス
。
マ
タ
以
為
「
山
ノ
東
二
、
往
生
人
ノ

ア
ル
ニ
哉
。
」
　
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
思
惟
ス
ル
ア
ヒ
タ
、
須
奥
こ
カ
ヘ
リ
キ
タ
リ
テ
、
ワ
カ
マ

へ
こ
住
ス
。
コ
ノ
紫
雲
ノ
中
ヨ
リ
、
ク
ロ
ク
ソ
メ
タ
ル
衣
著
僧
一
人
、
ト
ヒ
ク
タ
リ
テ
、

ワ
カ
タ
チ
タ
ル
ト
コ
ロ
ノ
下
二
住
立
ス
。
ワ
レ
、
ス
ナ
ハ
チ
、
恭
敬
ノ
タ
メ
ニ
ア
ユ
ミ
オ

リ
テ
、
僧
ノ
足
ノ
シ
モ
ニ
タ
チ
ク
リ
。
コ
ノ
僧
ヲ
塘
仰
ス
レ
ハ
、
身
上
半
ハ
肉
身
、
ス
ナ

ハ
チ
、
僧
形
也
。
身
ヨ
リ
シ
モ
半
ハ
、
金
色
ナ
リ
。
彿
身
ノ
コ
ト
ク
也
。
コ
コ
l
「
源
空
、
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合
掌
低
東
シ
テ
、
間
テ
マ
フ
サ
ク
「
コ
レ
誰
人
ノ
東
リ
タ
マ
フ
ソ
哉
」
ト
。
答
テ
日
「
ワ

レ
ハ
、
コ
レ
善
導
也
」
ト
。
マ
タ
、
間
テ
マ
フ
サ
ク
「
ナ
ニ
ノ
ユ
へ
こ
、
乗
タ
マ
フ
ソ
哉
。
」

マ
タ
、
答
日
　
「
余
、
不
肖
ナ
リ
ト
イ
ヱ
ト
モ
、
ヨ
ク
専
修
念
悌
ノ
コ
ト
ヲ
言
。
ハ
ナ
ハ
タ

モ
テ
貴
ト
ス
。
タ
メ
ノ
ユ
へ
こ
モ
テ
来
也
。
」
　
マ
タ
、
間
1
三
一
一
ロ
ク
　
「
専
修
念
彿
ノ
人
、
ミ

ナ
モ
テ
馬
往
生
哉
」
ト
。
》
イ
マ
タ
ソ
ノ
答
ヲ
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ラ
サ
ル
ア
ヒ
タ
l
「
忽
然
ト

シ
テ
夢
党
了
。

（
6
）
　
「
源
空
聖
人
私
日
記
」
　
（
『
西
方
指
南
抄
』
巻
中
　
末
。
抜
粋
）

情
思
此
事
、
暫
伏
寝
之
鹿
、
示
夢
想
。
《
紫
雲
廣
大
、
聾
覆
日
本
国
。
白
雲
中
、
出
無

量
光
。
白
光
中
、
百
賓
色
鳥
、
飛
散
、
充
満
虚
空
。
千
時
、
登
高
山
、
忽
、
拝
生
身
之

善
導
。
自
御
腰
下
者
、
金
色
也
。
自
御
腰
上
者
、
如
常
。
高
僧
云
　
「
汝
、
雄
鳥
不
肖
之

身
、
念
彿
興
行
、
満
干
一
天
。
稀
名
専
修
、
及
干
衆
生
之
故
、
我
束
子
此
。
善
導
、
即

我
也
。
」
云
云
。
》

（
7
）
　
『
善
導
寺
蔵
『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』
本
文
と
研
究
』
中
井
真
孝
編
、
偶
数
大
学
ア
ジ
ア

宗
教
文
化
情
報
研
究
所
、
二
〇
〇
七
。
「
影
印
篇
」
　
に
全
巻
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
8
）
　
林
　
淳
「
法
然
の
夢
」
山
所
管
雄
編
　
『
講
座
　
仏
教
の
受
容
と
変
容
　
六
　
日
本
編
』
　
佼

成
出
版
社
、
一
九
九
一
。
第
七
章
よ
り
。

（
9
）
　
「
法
然
伝
絵
」
巻
二
〇
段
二
　
詞
書
　
（
部
分
）

あ
る
夜
の
ゆ
め
に
《
法
勝
寺
の
西
門
よ
り
入
て
見
れ
は
、
池
の
な
か
に
い
ろ
く
の
蓮

花
さ
き
み
た
れ
た
り
。
西
の
廓
の
か
た
へ
あ
ゆ
み
よ
り
て
見
れ
は
、
僧
衆
あ
ま
た
烈
座

し
て
浄
土
の
法
門
を
談
す
。
随
蓮
、
き
き
は
し
に
の
ほ
り
あ
か
り
て
み
れ
は
、
上
人
北

座
に
南
む
き
に
坐
し
た
ま
へ
り
。
随
蓮
、
見
た
て
ま
つ
り
て
、
か
し
こ
ま
る
に
、
上
人
、

見
た
ま
ひ
て
　
「
こ
れ
へ
ま
い
れ
」
　
と
め
し
け
れ
は
、
ま
ち
か
く
ま
い
り
ぬ
。
随
蓮
、
い

ま
た
こ
と
は
を
い
た
さ
ゝ
る
に
、
上
人
、
の
給
は
く
　
「
汝
か
こ
の
ほ
と
心
に
な
け
き
お

も
ふ
こ
と
、
ゆ
め
く
わ
つ
ら
ふ
へ
か
ら
す
」
　
と
。
随
蓮
、
こ
の
事
す
へ
て
人
に
も
申

さ
す
。
な
に
と
し
て
し
ろ
し
め
し
た
る
に
か
、
と
お
も
ひ
な
か
ら
、
上
件
の
や
う
を
く

ほ
し
く
申
に
、
上
人
、
仰
ら
れ
て
い
は
く
　
「
た
と
へ
は
ひ
か
事
を
い
ふ
も
の
あ
り
て
、

あ
の
池
の
蓮
花
を
、
『
蓮
花
に
は
あ
ら
す
。
梅
そ
桜
そ
』
　
と
い
は
ゝ
信
す
へ
し
や
」
　
と
。

随
蓮
、
申
て
云
　
「
現
に
蓮
花
に
て
候
は
む
を
は
、
い
か
に
人
申
候
と
も
、
い
か
て
か
信

し
候
へ
き
」
と
。
上
人
、
の
給
は
く
「
念
仏
の
義
も
又
か
く
の
こ
と
し
。
源
空
か
汝
に

『
念
仏
し
て
往
生
す
る
事
は
決
定
し
て
疑
な
し
』
　
と
を
し
へ
し
を
、
信
た
る
は
、
蓮
花
を

蓮
花
と
お
も
は
む
か
こ
と
し
。
ふ
か
く
信
し
て
と
か
く
の
沙
汰
に
及
は
す
、
た
ゝ
念
仏

を
申
へ
き
な
り
。
あ
ら
ぬ
邪
見
の
桜
梅
の
義
を
は
、
ゆ
め
く
信
す
へ
か
ら
す
」
と
仰

ら
る
》
と
み
て
ゆ
め
さ
め
ぬ
。

（
1
0
）
　
「
親
鸞
伝
絵
」
巻
一
段
三
　
詞
書
　
（
部
分
）

建
仁
三
季
（
辛
酉
）
　
四
月
五
日
夜
寅
時
、
聖
人
夢
想
告
ま
し
く
き
。
彼
記
云
「
《
六
角
堂

の
救
世
菩
薩
、
顔
容
端
厳
の
聖
僧
の
形
を
示
現
し
て
、
日
柄
の
袈
裟
を
着
服
せ
し
め
、
広

大
の
白
蓮
花
に
端
座
し
て
、
善
信
に
告
命
し
て
言
『
行
者
宿
報
設
女
犯
。
我
成
玉
女
身
被

犯
、
一
生
之
間
能
荘
厳
、
臨
終
引
導
生
極
楽
。
』
文
。
救
世
菩
薩
、
善
信
に
言
『
此
是
、

我
誓
願
也
。
善
信
此
誓
願
の
旨
趣
を
宣
説
し
て
、
一
切
群
生
に
き
か
し
む
べ
し
』
　
と

云
々
。
余
時
、
善
信
、
夢
中
に
あ
り
な
が
ら
、
御
堂
の
正
面
に
し
て
、
東
方
を
み
れ
ば
、

峨
々
た
る
岳
山
あ
り
。
そ
の
高
山
に
、
数
千
万
億
の
有
情
群
集
せ
り
と
み
ゆ
。
そ
の
と
き
、

告
命
の
ご
と
く
、
此
文
の
こ
ゝ
ろ
を
、
か
の
山
に
あ
つ
ま
れ
る
有
情
に
射
て
、
説
き
か
し

め
を
は
る
》
と
お
ぼ
え
て
、
夢
悟
了
。
云
々
。
」

（
1
1
）
　
『
親
鸞
夢
記
』
云
「
《
六
角
堂
救
世
大
菩
薩
、
示
現
顔
容
端
政
之
僧
形
。
令
服
著
自
納
御

袈
裟
、
端
座
広
大
白
蓮
。
告
命
善
信
言
『
行
者
宿
報
設
女
犯
。
我
成
玉
女
身
被
犯
、
一
生

之
間
能
荘
厳
、
臨
終
引
導
生
極
楽
。
』
文
。
救
世
菩
薩
、
詣
此
文
、
言
『
此
文
、
吾
誓
願

ナ
リ
。
一
切
群
生
、
可
説
聞
告
命
。
』
　
因
斯
、
告
命
数
千
万
有
情
、
合
間
之
。
》
覚
夢
悟

了。」

（
ほ
）
　
宮
崎
円
遵
『
底
本
　
親
鸞
聖
人
全
集
　
第
四
巻
　
言
行
篇
』
親
鸞
聖
人
全
集
刊
行
会
編
、

法
蔵
館
、
一
九
六
九
。
言
行
篇
　
（
2
）
解
説
「
五
　
親
鸞
夢
記
」
等
よ
り
。

（
ほ
）
　
h
t
t
p
‥
ま
n
a
t
a
m
〇
・
S
a
k
u
r
a
．
n
e
．
j
p
＼
i
n
d
e
舛
．
S
h
t
m
－
。
岡
西
法
英
の
浄
土
真
宗
∨
聖
典
講

座
∨
　
「
恵
信
尼
の
手
紙
」
　
に
於
け
る
注
よ
り
。

（
1
4
）
　
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
　
（
七
十
五
首
）

へ
目
し

聖
徳
太
子
印
度
ニ
テ
ハ
、
勝
掌
夫
人
ト
ム
マ
レ
シ
ム
。

中
夏
農
旦
二
ア
ラ
ワ
レ
テ
、
意
思
繹
師
ト
マ
フ
シ
ケ
リ
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（
1
2
）

農
旦
華
漠
ニ
オ
ハ
シ
テ
ハ
、
有
情
ヲ
利
益
セ
ム
ト
シ
テ
、

男
女
ノ
身
ト
ム
マ
レ
シ
メ
、
五
百
生
ヲ
ソ
へ
タ
マ
ヒ
シ

（
1
3
）

悌
法
興
隆
ノ
タ
メ
ニ
ト
テ
、
衡
州
衡
山
ニ
マ
シ
マ
シ
テ
、

数
十
ノ
身
ヲ
ヘ
タ
マ
ヒ
テ
、
如
来
ノ
道
教
弘
興
シ
キ

（
1

4
）

有
情
ヲ
済
度
セ
ム
タ
メ
こ
、
恵
思
繹
師
ト
オ
ハ
シ
マ
ス
。

衡
山
般
若
墓
ニ
テ
ハ
、
南
岳
大
師
ト
マ
フ
シ
ケ
リ

（
1
5
）
注
1
3
に
同
じ
。

（
1
6
）
『
顛
浄
土
眞
賓
教
行
謹
文
類
』
「
蘇
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
六
」

披
閲
『
末
法
燈
明
記
』
（
最
澄
製
作
）
日
「
［
…
］
間
「
若
爾
者
、
千
五
百
年
之
内
、
行
事

云
何
。
」
答
「
依
『
大
術
経
』
、
彿
浬
築
後
、
［
…
］
千
三
百
年
、
袈
裟
攣
白
。
［
…
］
」

（
1
7
）
『
摩
詞
摩
耶
経
』
（
大
正
蔵
些
二
八
三
）
巻
下

時
、
摩
詞
摩
邪
、
聞
此
語
巳
。
又
、
檜
感
線
。
即
、
間
阿
難
「
汝
、
於
往
昔
、
侍
彿
以

来
聞
世
尊
、
詮
如
来
正
法
幾
時
昔
滅
。
」
阿
難
、
垂
涙
、
而
便
答
言
「
拭
、
於
往
昔
、
曾

聞
世
尊
、
詮
於
皆
乗
法
滅
之
後
事
、
云
「
彿
捏
菓
後
、
［
…
］
千
三
百
歳
巳
、
袈
裟
欒
白
、

不
受
染
色
。
［
…
］
」

（
18）
今
井
雅
晴
『
親
鸞
と
浄
土
真
宗
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
。
第
一
章
親
鸞
と
恵
心
尼
、

第
一
節
親
鸞
の
六
角
堂
の
夢
告
、
「
一
六
角
堂
の
夢
告
」
よ
り
。

（
1
9
）
「
親
鸞
伝
絵
」
で
は
、
該
当
す
る
内
容
部
分
の
詞
書
を
欠
失
し
て
い
る
為
、
『
御
伝
紗
』

下
巻
（
五
）
「
熊
野
霊
告
」
（
部
分
）
を
参
照
す
る
。

参
着
の
夜
、
件
の
男
、
夢
に
告
げ
て
い
は
く
《
証
誠
殿
の
扉
を
排
き
て
、
衣
冠
た
だ
し
き

俗
人
、
仰
せ
ら
れ
て
い
は
く
「
な
ん
ぢ
、
な
ん
ぞ
、
わ
れ
を
忽
賭
し
て
、
汚
穣
不
浄
に
し

て
参
詣
す
る
や
」
と
。
そ
の
と
き
、
か
の
俗
人
に
対
座
し
て
、
聖
人
、
忽
爾
と
し
て
ま
み

え
た
ま
ふ
。
そ
の
詞
に
の
た
ま
は
く
「
か
れ
は
、
善
信
が
訓
に
よ
り
て
念
仏
す
る
も
の
な

り
」
と
云
々
。
こ
こ
に
俗
人
、
第
を
た
だ
し
く
し
て
、
こ
と
に
敬
屈
の
礼
を
著
し
っ
つ
、

か
さ
ね
て
述
ぶ
る
と
こ
ろ
な
し
》
と
み
る
ほ
ど
に
、
夢
さ
め
を
は
り
ぬ
。

（
空
　
加
藤
悦
子
「
「
春
日
権
現
験
記
絵
」
に
見
ら
れ
る
夢
の
造
形
に
つ
い
て
」
　
『
美
術
史
家
、
大

い
に
笑
う
　
－
河
野
元
昭
先
生
の
た
め
の
日
本
美
術
史
論
集
』
　
河
野
元
昭
先
生
退
官
記
念

論
文
集
編
集
委
員
会
編
、
ブ
リ
ユ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
六

（
聖
　
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
　
『
聖
と
俗
』
風
間
敏
夫
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
六
九
、

叢
書
・
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
。
序
言
、
「
聖
な
る
も
の
は
み
ず
か
ら
顕
わ
れ
る
」
等
よ
り
。

仙
海
義
之
　
（
せ
ん
か
い
・
よ
し
ゆ
き
）

一
九
九
九
年
　
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
日
本
・
東
洋
美
術
史
専
攻
博
士
課

程
中
途
退
学

一
九
九
九
～
二
〇
〇
二
年
　
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
　
非
常
勤
講
師
　
（
日
本
・
東
洋

美
術
史
研
究
室
助
手
）

二
〇
〇
二
年
　
財
団
法
人
香
雪
美
術
館
　
学
芸
員
　
（
現
職
）
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